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道を歩いていると，かさかさと音をたてて後ろから近づいてくるものを感じます。「今年も来たね」，北風に

運ばれる落ち葉たちです。私に聞こえる，かさかさという音は，落ち葉の奏でる音であり，風の音ではありま

せん。私には風の音は聞こえないので，風によって動くものやその時に聞こえる音が頼りです。木から落ちた

ばかりの葉っぱは自分の落ち着く先が決まるまでは，あっちへかさかさ，こっちへかさかさとにぎやかです。

学校でも，子どもたちが奏でる音があちらこちらから聞こえてきます。心地よい音もあれば，ときどきそうで

ない音もあります。しかし，もしかしたら，そういう音を立てることもなく静かに生活している子どもたちも

多いのかもしれません。そのような子たちの心の音を聞くことが教員たちの力として求められます。 
朝の会で出席をとる際に子どもたちの名前を呼びます。「はい」という返事からは子どもの今が伝わります。 

その一言の挨拶から子どもたちの心が感じられることも少なくありません。したがって，教員がその一瞬のチ

ャンスを逃してしまうことは許されないのです。子どもたち全員に等しく与えられる先生との１対１の時間で

あるその数秒間を大切にしたいです。 
 
【緊急避難場所について②】 
 前号で緊急避難場所に関する情報伝達をお願いしたところ，駅ごとの避難場所等の情報をいただくことがで

きました。これまでいただいた情報をホームページでご覧いただけるようにし，これからもこの作業を継続す

ることで，皆様にご利用いただけるようなデータにしていきたいと考えています。皆様からいただいた情報が

ある程度まとまったところでどのようにご覧いただくかを検討いたしますが，現段階では，各駅の情報の有無

を皆様にご確認いただき，未確認の駅についての情報がある方はお知らせいただけると幸いです。よろしくお

願いいたします。（今週末から，小学校ホームページ「保護者のページ」でご覧いただけるようにします。） 
※徒歩で登下校する児童は原則として学校が待機場所となりますが，学校から自宅までの経路の中に避難場所がある

かどうかの確認をお願いいたします。 
【小学校での漢字の学習，学習したことの活用】 
次の数は，小学校の１年生から 6 年生までに学習する漢字の字数です。80・160・200・200・185・181（合

計 1006）という数に驚かれる方も多いのではないでしょうか。この字数の多さから言えることは，とにかくこ

つこつと漢字は書いて覚えなければならないということです。これは，学習指導要領において，日本中の小学

生が覚えるようにと定められている字数です。漢字が嫌いなどと言っている間はないようです。 
ところで，次の６つの漢字は，私が各学年で学習する漢字を１年生から順に１字ずつ書き出したものです。

「雨 親 農 夫 潔 蔵」ここにある漢字からもお分かりいけだけるように，複数の読み方があるもの，ま

たは，送り仮名と一緒に覚えなければならないものを考えれば，子どもたちがどれだけたくさんの漢字の学習

をしなければならないかがお分かりいただけけるでしょう。 
漢字の定着には，ただ単に漢字を書くだけでなく，日常的にそれらの漢字を使って文章を書くことが習慣化

されていなければなりません。そのために，３・４年生では毎日の課題にしているような日記で学習した漢字

を書くこともよいでしょう。また，他のことにおいても，習ったこと，覚えたことを実際に活用することがと

ても大切です。 
実は，ここに勉強が楽しいと感じるかどうかのポイントがあります。それは，自分が勉強したことがその後

の学習や生活に活用できたときの喜びを感じることです。難しい問題に挑戦して答が導き出せたとき，日記を

書きながら学校で習った漢字を使うことができたとき，新聞を読んでいて読める漢字がたくさんあったとき，

様々な自然現象の不思議について納得できたときなどに，それまでに勉強したことが自分の生活に役立ってい

ることが実感できます。それが，次の学習に向かう意欲にも結びつきます。もし，勉強に対して今一つ気持ち

が向かないとするならば，例えば漢字の学習で言えば，覚えた漢字を使うところではなく，ノートに漢字を練

習する段階で勉強が終わっているからかもしれません。 
【音楽集会】 
 １２月 6 日には今年２回目の音楽集会があります。どのクラスもそろそろ音楽集会で歌う曲が決まりつつあ

ります。これから朝の会での歌の練習にも少しずつ熱が入ってくるでしょう。私もとても楽しみにしている行

事の一つです。 
 さて，今回から 6 年生の保護者の皆さんに最後の音楽集会を見学していただけるようにします。6 年間の小

学校生活で最後に全学年の児童が参加し，それぞれが発表をする行事です。６年生の保護者の皆さんには，お

子さんが小学校に入学してからこれまでの成長を，全ての学年の子どもたちの発表をお聴きになりながら振り

返っていただければと思います。見学していただけるのは座席数の関係で各家庭１名，さらに 8 時４５分から

１０時２０分まで全てお聴きになれる方のみです。学校側の考えをご理解いただいた上でご参加くださいます

ようお願いいたします。なお，他の行事と同様に，車の利用はできませんのでご協力をお願いいたします。 
また，来年からは春の音楽集会を新入生の保護者の皆さんにご覧いただくことも検討しております。 
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